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６月２５日（火）１４：００～１５：００　第４回　検数労連１９夏季一時金交渉


日検協会有額回答：　全国平均　４５６，２１０円＋α


全日検有額回答：　現在、最終調整中で回答を持ち合わせていない。


全日検に対しては抗議！日検協会に対しては修正回答を求める！


























第４回１９夏季一時金交渉





　６月２５日（火）第４回検数労連１９夏季一時金交渉で、組合は両協会に対し有額回答の提示を求め、交渉を行いました。


【日検協会】


　有額回答提示にあたり、今夏季賞与の算定基準となる平成３０年度下期実績は上期実績に比べ微減となった。今夏季賞与については、


夏季・冬季の季節的要因が大きいため、直近半期の一人当たりの収支、対前期比、期首計画比を重要視して回答構築を行った。また、組合が常々主張している『安

































































































































































































































































【日検協会有額回答】


１．支　給　額


（１）職員、雇員


（本給＋家族手当）×２．０ヵ月＋都市加算＋α


（197,933円＋10,007円）×2.0ヵ月＋40,330円＋α


全国平均　456,210円＋α


（２）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×2.0ヵ月＋都市加算＋α｝


　　　　　　　　　　　　　　　×0.8×在籍日数／180日


２．支　給　日　　 ２０１９年７月１０日


３．支給対象者      ２０１９年７月１０日現在、在籍の職員、


　　　　　　　　　 雇員


４．計算期間　　　 ２０１８年１２月１日より２０１９年


　　　　　　　　　 5月３１日までとする。


５．その他の取り扱いは従来通りとする。





以上






























































定した一時金』を尊重し、乗率については２．０ヵ月を確保した回答を構築した。


　今回の回答については日検協会としても最大限努力した結果の回答という事を理解願いたい。


【全日検】


　前回の交渉で『有額回答に向けて鋭意検討中である』と発言したが、今日時点で最終的な回答の調整をしている段階であり、本日の交渉では有額回答を持ち合わせていないことをご了承願いたい。有額回答の提示について、次回






















































































































































































交渉時には提示できるよう努力していく。


【組合主張】


　組合は有額指定日にも関わらず有額回答の提示が出来ない全日検に対し、冒頭で次のような主張を行い抗議しました。


　有額回答指定日にもかかわらず、回答が準備できないことについて、抗議せざるを得ない。


　全国で働く従業員は有額回答指定日である今日の交渉の結果を期待して待っている中で、回答が提示されなかったことは非常に残念な結果である。


　一時金交渉は中央労使で行われているが、その後ろには多くの従業員が有額回答の提示を期待して待っている事実があると


いう事を忘れないでほしい。同時に、全国の従業員
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の期待に応えるべく回答の提示を交渉団としても期待している。


　６月６日の第一回１９夏季一時金交渉で要求書を提出してから今日の交渉まで充分な時間があったにもかかわらず、準備ができていない状況は我々だけではなく同席で交渉している日検協会に対しても迷惑が掛かっているという事を認識してもらい、次回交渉までに組合要求に沿った回答を求める。


【組合主張②】


　冒頭で、有額回答未提示の全日検に対し、抗議を行った後、組合は休憩を申し入れ日検協会の有額回答を分析。両協会に対し、次のとおり主張を行いました。


【日検協会に対して】


①要求額との関係では未達となっており、上積み修正を求める。


②金額的には単純比較で昨夏比マイナス回答となっており不満である。


③都市加算について、労組要求に応じた回答になっており一定評価できる。


④一律については、回答算式に入っておらず不満である。


⑤アルファ回答について


は、対角線交渉ではなく本


交渉で提示するよう求める。














































































































次回交渉：６月２７日（木）１６時～


第５回１９夏季一時金交渉


全日検に対しては組合要求に沿った有額回答の提示。日検協会には組合要求に沿った修正回答を求めて行きます。








【全日検に対して】


①要求提出から有額回答指定日までの間、時間的猶予がありながら本日の回答指定日に回答が提示されなかったことに対して抗議する。


②一時金要求の一つである回答指定日は全国の組合員が大いに期待をしているにもかかわらず提示されないことは、良好な労使関係を崩すものであり、看過できない。次回交渉では、要求に沿った回答を提示するよう強く求める。



















































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


